
1986. 12. 1 

No. 322 

.... 

ム
ノム

京都大学広報委員会

X線によりマウス培養細胞 （右） に誘発された悪性形質転換細胞 （左） と

観察された染色体異常 （上部左の矢印） 一関連記す7本文192ベージー
（イ湘lのタイ峨の正常細JI胞を押しのけるようにして綱l 癌綱JI
l,・:illllカ、ら進入して行勾く様下がうかがえる。
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く大学の動き〉

昭和61年度京都大学市民講座［生と死」

講演要旨

現代社会の病理

環境破犠と公害一

経済研究所数段 以谷 {1iJ:1t 

J~1民汚染によって生じる公；J；.は，緩慢なる殺人

であるといわれる。この「殺人」の立l床を， 2つ

のエピソードから考‘えてみよう。

tf D のエピソードはjボチ伎による人削減亡の危
険性である。そのーおIJをチェノLノプイリlポチプJ充

電所・JU次にかし、まみることができる。現J也H与｜問4

J J 26 11午前 lII手23分，問先屯J9i4 ~y機 （ 198-1ffO 3 

Jl運転開始， IH)JI 00万k\V）が突~II として大爆発
をおこし．約200万キュリーのセシウム137をはじ

め，大世の/j＇｛射能が全世界にちらはった。ヨーロ

ツハl主派刻な・Ji:ti]にあるが. ~2 の JlH山は%に単純

である。欣射線は染色体および DNA分fーを切j
mr し，さまざまな奥~：；＼·をひきおこす 現在係々の

憐｜見J, {ilfヲit;,('；ーがこのう；：故rJ) ~~~！·~を riJ\1）していゐ

が， 3～30万の人々がカンによってβ命を縮めゐ
と~れている。これにがn，ソ辿を除くヨーロッ
バの人口はがJ5("?!:3千万だから， 30万人がカンで

命を縮めても， o.06%ではないかと Lづ ）tfがJう
る。それも！！II死ではなく，ほんの少し死ぬのがザー

いだけではなL、かという。この考えの背後には，

『人はどうせfnj,/t_死ぬのだから』という論J11¥があ

る。

第2はアウシュピッツのホロコーストである。

この収容所では， 1,660日の聞に400万人が殺され

た。平均2，」00人／日とし、う大量殺人には，極めて

能率的な方法がとられた。まず，鋭＝道で

てきたi以守半者迫を撚にし，頭髪を刈り，熱湯または

冷水で洗い，左腕に icm長の針とイングでID番

号を入れ， 6～8週間にわたり隔離すゐ。任娠者

と身長J.2m以下の子供は即刻ガス室に送られる。

隔離所での生存者には， 1,300～1, 800 Cal／日の

食物を与え，各収容施設，ガス室，焼却l工場等の

拡張工、t~に従・J；：させる。再利川も盛んで，女性の

ち援はff月I~袈j也に加工されて 50ペニヒ ／kg で売ら

れ， Tifの金やプラチナはインコ、ット加工後 SS
（ナチ親fi/.il欲）本部に送られる。！火はJ虫立に使用
される。 SSをして能率的な大量殺人を容易にさ

せたのは，このような収容者の扱い方法である。

とくに隔肉lf:Jfi・は，収容者を恐怖に陥れて精神的肉
体的に無沢抗化させる効果があった。ルドルフ ・

へス以下の SSは，収容者が以弱しみじめである

がゆえに，『人はどうせ何れ死ぬのだから』とし

て， f.Ij分4人ずつ 1,660日の；－J；ロコ－7、トを行っ
たにちがし、なL、。

では，人はなぜ，アウシュピッツの殺人を銭IB
と思うのか。この感↑！？は， i’｜分の心によどんでい

る彼らと同じHG部があかるみに11：たとき，生じる
のではないか。恥部とは，［＇J分にあるからこそ恥

部たりうる。その恥部とは 『人はどうせやjれ死ぬ

のだから』という論出で、ある。いうまでもなくこ

の論J![[(t.，すべての人に適川でき，したがってま

た大虐殺をも正当化しうる。またそれは，公害に

も適用される。この論理の下に，水供病が許され

スモンやイタイイタイ病が許容された。，としてし、

ままた，大気汚染や原子力公

害に適用されようとしてい

る。 i比近では，大気汚染に刈
する尚感受性鮮が，少数だか

ら低学的に検 11 \ '1 勺’j~ という J1H

山で， PPP <i ＇）染おft1立の Jj~（

!(IJ）から.iJi1川乞解除されよう

としてL、ゐ J ),/LわJしはヨー
ロッパの30万人の政射線プJン

彼古おをどうみるか。ふjF；ゃ
少数の被；！？行を切り J~iて 6 ，，命

Jli！.とア tjシュビッツのJ命血！と
の間に｛よ，はたしてたんらの

｜苅 .1•.HI ＝ー もたいてヘ：；》らうか 3

(10)]1811) 

。。。。
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現代社会の病理

一内面的自然の破壊一

lk＇｛~，·~1数段木村 敏

111近数十年，人間関係な扱う諸科学：で「ア fデ

ンテ ィティ」（自己同ーがI:)の概念が多用されて

いる。この概念は元来，多民族問家である北米に

おいて例人の文化集団帰属性をめぐって生まれた

もので，，.，分がL、かなる同家 ・民族 ・宗教 ・｜結級

・家柄，あるL、：心、かなる職業 ・交ぶ；グノLープ ・

年齢府 ・ 性別に所属しているかに関する I~！己規／.i:!

をな味してしる。ある概念の多用＇；）：，それが芯；味

する事態が自明性を失っているという事情の反映

であることが多し、。「アイデンティティ」概念に

ついても，いくつかの社会的現象によってそのこ

とを裏づけることができる。

この概念の氾濫とほぼlh与を同じう Lて，文化人

知学では伝統張回への 焔J，~f'1 の不明 li'fli な「境界

人」や「見人J'日市的ア fデンティティの －llS・
的中inr としての「祝祭」などに対する関心が I~·~ ま

った。 fii子中医学の分野においては，人｜川関係の場
lrfiにおける例人のア イデンティティの出百しを特徴
とする「t1W例」への注目と，そのような忠告ーの
完際の柏加がこれと同日与的である。，l占消＿，よlfi:i:;fをそ

の他の集団州向性，交友｜災J(;系におけるl’｜己の｛，L/i'i':
づけ，年齢や性別による Li己規定，ての他人生の
あらゆる応｜而で・のアイデンティティカ川、安定にな

るだけーでなく， 1:と死に関する臼己規/.i：，つまり
l~l 分が「生きている」ことの尖感すら不li'(ti'kにな

って，絶えず死を身近に「1：って生きている。

このように自己のアイデンティティが不服尖に

なり，アイデンティティの概念、が18i監することの

背長には，現代社会の人聞が「自己同一」という

形でしかCl己の！？？在を確認しえなくなっていると
いう事態が潜んでいるのではなL・か。 i’｜己の真の

所庄は，本米 「｜’l己同一」というような；1;1Jり切っ

た概念で’はJJ~えっくせない， ｜什而的な n 1t3ないし

自然、さにあるのではないか。｜人1i茸l的，~， 然としての

「l己が見失われているということではないか。

このように 号えると，現代における「i己の所在

の不明確さは，深いところで公言その他による外

的｜当然、の破j茨とつながっているように思える。つ

まりそれは人！日］による白然の征服ないし支配とい

う近代以降の西欧文明の当然の帰結であるように

思オつれる。

日木人の l'i然観！:l:凶洋のそれとは本質的に追
う。 H木訴は元ラIE，外部の「｜然を名付けーるJji誌を

1・.＼＇・たん ρ・った l’i然（じれん） vl,,/f'..Ui ＜からιら
ったが， これは｜おb’γJ句からJCl);;i:I見えだった。こ

の「おのずから を1・1分の身に＇）Iき寄せて休験L

たものが「λずから」である。「おのす’から」 (l'j

然）と「人ずから」（自己）とは＇ ＂j似であり， n
の l ~I 己は 「おのす’から」と「みずから」との以張

関係のなかに成立していた

アイデンティティの不縫うたにたった現代の人

は，薬物その他の手段によって「λずから」を

「おのずから」のなかに融解することに逃げ道を

見出すか．外国的自己規定によって「おのずか

ら」を離れた「λずから」を求めるかのどちらか

である。これはL、ずれも ，内面的1;1然の破壊に通

じている。これをi住全な自己，Q；識に戻すには，立
かな親子関係を通じての人と人との聞の感情交流

能力の回復にまつ以外にはないように思われる。

(10月1811)

「生きること」 と 「よく生きること」

一科学技術と人間一

文乍／部教n 1rni1下 令火

（］） 「ただノj：きることでなく，よく生きること

合こそ， fnfよりも大せつにしなげればならなL、lo

ゾラトンが［ムーえるソ y 弓テメのこの汚』~Lt, ti主ら
の哲’＂／：－を支えゐ＂-1之助の大IJ?:WJを？？げていゐ。しか

しソクヲテス！＇！身が他 )jでくり返し強J司している
ように，「よく J七きる」（＝｛｜：介せlこlj：＿きる）という

ニとは人間却しもが l~I 然に治求するところである

とすれば，それをことさらに「大せつにしなけーれ

ばならなL、」と説くの（土，どういう怠味なので‘あ

ろうかcそのことを，今日の科学技術文明の1=j・1に

ノj：＿きるわれわれ向身の問題として考えてみよう。

( 2）科学校術の高Htの発達がもたらした絶大な
思忠は，人間の生存のためのきびしい自然的保件

の大幅な緩和である。それはおさ深さのxu1民的保
f'Iτから，平均五命の大きな｛rj1びという生死そのも

のに関わる「！？？主的保件にまで及んでいる。 他而lし

かし今日では，自然破峻，大l1l殺人兵熔の発述，
芯起される倫)lg問題や人間の｜付而性の撹古L等々
の ， 多くのマイナスの波及効.!T~の顕 {E化によっ

て， Fドf:U1*rの上述のような思忠（「~ Iミきゐ」た
めの11Ci:.tt的旅行τの合Jll＇化）が，それだけーでー人r::iの
ほんとうのよ字削（よく生きること）を完全に保証

してくれると｛，tじることは｜剥郊になった。すなわ

ち，「ただ生きるニと」と「よく生きること」と

が，かつて見られなかったような仕方で活断して

いるのである。

-189一



No. 322 京大広報

( 3）状況の l：役，「H’γ・JJN:i」（利’下と技術との

衝.zJ-・合体）の式fiP'I:~をかえり λ る。 1!!-it下の近代自
然科学は，古代ギリシャにおL、て提出されていた

主要な世界観 ・「！然観のなかから，店、識的にデモ

クリト λ らの原子論的＼It~~制（要ぷ泣元主義でも

ある）を探択することによって成立し， 日ざまし

L、成功をとげた。「物（およびその術j必要ぷ）の

H寺間 ・空間における運動と配l官」という図柄を基

本に加えるこの世界観 ・自然観は，人間の生存と

行動のための直接的な有効性をもち，ミJr象の説明
方式としても，それに応じた強い説得力をもっ。

それはまた，「物」としての構成要素を手がかり

に対象を操作し改変するための，技術的応用の可

能性をつよく内包し，まさにこの可能性が今日の

門学技術においてフルに現実化されるに至った。

他而，この位界観は，世界の具体的 ・全体的な

あり方から価値（よい，思し、）や心や生命を原型l.

的に拶｜除して，生存と行動の直接的な有効化の木

1濯が指し示す局間だけをlib出した，抽象的 ・部分

的な見方であり，したがって，これに基づく利学

u術の追求は， j今日した『Jif1i以外の全体的な場1r1i
においてどのような予期せざる波及効来をもたら

すか，保証のかぎりではなし、。一一一現代の科学技

術文明が旦している，先に（1 ）で述べたような正

ft阿而の際なった状況は， ，との起19J因て、ある世界
観がもともともっていたこのようなニ屯の性約

（直接的な有効性と，品l分認識vuが，尖鋭に現
’だ化した安にほかならなL、。

( 4）このことは医械の悩域において，延命の技

術の極度の発j土をもたらすとともに，人11けにとっ

てどのような死に方が民に仕介せなのか（thana-

tology の問題） ，ただI［~きていること（生かされ

ていること）はほんとうに「よく生きること」な

のか，という問題を，いやおうなしにわれわれに

促起することになる ソクラテメならどう符ーえた

か。いずれにせよ， F よく生きることをこそ何よ

りも大せつにしなければならない」としづ言業

は，今「｜さまざまの印刷において，かつてなかっ

たような屯いぷ味をもっと忠われる。

(10Jl25 l:I) 

アフリカ狩猟採集民の世界

アフリカ Jill~史研究センタ一教授 山1¥1 .::..:.n1s 

）~ 

l土たかだか1万年にも満たず，それより以rliiの地
球上の人11lよ， 100%1＇，）：猟採集民によって己 iめら

jしてきた。 300jJ'<i'・ に及ぶといわれゐ人r.fi＇.との
99. 7%以上が約猟録集によって支えられてきたの

である。

いまでは，設が？の~＼：：＿活係式が地球！っに！ムくゆき

わたり，狩猟採集民は砂j史やが林や氷原といった

ぷ；明の谷易に浸透しえなかった奥地に点ftうするだ
けとなっている。しかし，アフリカ大陀には，プ

ッシュマンとヒグミーと呼ばれる人々が，カラハ

リ砂漠やザイール疎林の奥深くに，いずれも 5万

人ていどの人口を維持しつつ，狩猟と採集の~~二市

を？えんでいる。

本講では，ブッシュマンの約・￥（＼採集生活を索引i

しながら，彼らの 「生き方」について考察し，最

後に「死への対処」の仕方につし、てもふれてみ

る。

1·~：猟採集民といえば，あたかも動物の狩りを主

生業とし，縞物採~を副業としているかに考えら

れがちである。しかし，柏物のほとんど生えない

氷原ヒに住むエスキモーのような例外的な場合を

除き，事実は逆である。弓矢， J合，民といった原
始的な技術を用いた狩猟は安定性を欠いており，

彼らの生活lよ基本的に女性がl11当する1fl'l物係集に
よって維持さhているのである。

プJラハリ砂漠は，l 年のうち8かJJにもjえぶ位
守さを通じて，地点7Kを何られず，その間の水分摂
取は完全に野生植物に依存する。厳しい「l然脱出

の1¥1で，人々は完全に自給自足の生活を蛍む。 40
n文化も計弱であるが，手近の乏しい素材からね・
~i\J采集具，調j当1用具等々，衣食住のすべてにわた

って必要物資を調達すべく，工夫が凝らされてい

る。食料となる動航物の分布盆との関係から，長

期間lか所にi:¥i：｛正して生活することはできず， Mi
緊な移動が不！可欠で‘ある。したがって，家屋すら

ごく簡単な市長きの日除けにすぎず， l!~-Pi'.fは背れ

って)11びうるl止に限定される。

職業や身分，｜桝級， J也（立などの分化もなく， Jt
：・：・；の差もなL、。全員が必要なことは自身で行な

い，平等な立場で社会生活に参画する。数少ない

持ち物は貸しf111＇りされ，食料その 他の資源は分配

されて，成員間で平均化される。稀にしか盤れな

い動物の肉は，とくに徹底して平等分配がなされ

ゐ。平等主義の原則は，互いの聞の妬みを~rp止

し，社会関係を円滑に保つ役訓を果たしている。

厳しい自然、の中にあり，物質文化も乏しく，私

たちとは全く迫った価値観，時間の観念，数:lli：の

感覚をもった世界で，人々は現実の生を調歌し，

おしゃべりと歌と刷りに喜びを見出している。

-190一
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仕とめた獲物の肉を解体し， 家路に向かう
カラハリ砂漠の狩人ブッシュマン

「死すべき」運命にある自らの人生に対しては，

さまざまな儀礼を施してこれに対処するが，究極

には，死の｜瞬間に至るまで弱みを見せない強靭さ

をもっている。厳しい生活と深くかかわりのある

死生観だといえるであろう。

死者の主IJ持は行なうが，死霊や死後の世界を信

じることはなし、。死者は砂となって大地に反り，

1！告に灼してゆく。死者を追憶することもなく，忘
却の彼方へと芥り去る。過去にこだわることもな

ければ，未来を憂えることもない，現在にのみ｛jlfi

他をみいだして生きつづける世界がそこにあると

忠われた。 (10月25日）

文学における生と死

教養部教綬佐~I f' 哲郎

人聞は未来を予測するがゆえに死を恐AL，何ら

かの方法で死に打ち勝とうとする。天凶や極楽へ

の信イ＇fp，古代インド人やケルト人の場合のよう

な，生まれ変わりへの期待ーなどはその例である

が，とくにキリスト教的なl直線的時間意識を持つ

丙洋人のJお令は，循環的な時間感覚を持つ東洋人

に比べて，いっそう死に対するこだわりが強いよ

うである。シェイクスピアのソネットには，随処

に11.')oという言葉が用いられているが，それはこの

こだわりを示すものにはかならなL、。そしてシェ

イタスピアは，愛する若者に， 自分の詩によっ

て，君は永遠のいのちを得るのだ，と言うのであ

る。 さらに，「先日の夜，私は永遠を見た」とい

うヴォーンの詩句や，「一刻の中に永遠を見る」

というブレイクの一行などは，文学的には，強烈

な創造的体験の中に，時を燃焼させるものと言え

るだろう。

アイルランドの詩人W.B.イェイツも，そのよ

うにタEにこだわる汗人であった。イェイツl土

佐紀末の芸術家たちと親しく交わりながら，

t みずからは世紀末を生きのびて，現実から同

をむけもることのない現代詩人となった。彼の

f.r徴（；J:.> ／＋：をI&るにつれて，当然のこととし
て強まる死の意識と裏腹に，生への執着を強i

l め，しかもみずからを変革していったことで
ある。 1910年代に口木の能と LU会ったこと

は，そのイェイツにとって，大きなできごと

であった。とくに死について言えば，能に見

られる死者との自由な交流は，新鮮な；際きで

あったにちがし、なし、。西洋の「正統」が支配

する社会で、は陰にI口、れがちなものが，日本で

は，日常的な君、識としてあったのである。

イェ fツが晩年に示した一つの境地で・ある「悲

劇的作び‘」は，脅しみを通して喜びに至るという

意味でベートーヴェン的であり，かつニーチェ的

であるが，悠久のlk'jの流れに身を任せ，まわりの

自然に前け込むことによって生まれる東洋的な満

ち足りた心にも，イェイツは決して無関心ではな

かった。「冷たき目を投げよ，生と死に。騎必の

者よ ，過ぎ行け ！」というイェイツみずから書い

た墓｛咋銘は，このような精神的な遍歴ののちにイ

ェイツが選んだ一つのベルソナを示すものであっ

たと言えるだろう。 (11月l口）

宇宙のはじまり

理学｛邪教綬 {t.1i?i~ 文降

昼が放出するエネルギーは原子政商1！合反応で供
給されており，永久に続くものではない。したが

って星は誕生し，エネルギーとmい元素を形成
し，最後に表貯の物質を再びhl間引間に灰し，中

心部は白色媛県，中性子Hl，ブラックホールとい
ったJi±の残骸となる。政出された重い元素に富ん

だ昼間ガスの中から再び且が誕生し，同じ進化

がくり返される。このサイクルを何回も続けてい

くにつれて，重い元素の比率と星の残骸が一方的

に増加していく。このことは星を作る材料と融合

反応の燃料の欠乏を芯；味する。このため星が輝く

とL、う芯；味で・の宇宙の活性は確実に失われつつあ

る。宇宙は老化するのである。

一方，宇宙の現状はまだ老化しきっておらず，

適度の重い元素も蓄積された段階にある。この事

実は，星の輝いている宇宙というものが始まって

からまだ有限の時間しか経過していないことを教

えている。現在のような宇宙の状態は決して昔か
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ら存在しているのではないのである。 litもない状
態から，このような星の蹄く状態に変化してきた

のだと考えねばならなし、。すなわち， >itが＊if！くと

いった姿の宇宙には始まりが必~なのである。

「宇宙の始まり」は~j－：出が膨張していることで

自然に理解される。膨張の事実は銀河の後退運動

(1929年）と宇宙黒体幅射（1965年）の発見で裏づけ

られている。特に宇宙黒イ本相射は宇ill’にまだ銀河
も旦もなかった時代からやってきた制射を直接に

観測しているものである。このように過去を“見

る”ことの出来るのは光の速度が有限であるから

である。速くの姿は常に過去の盗なのである。し

たがって，遠方の銀河よりさらに速くを見ていけ

ば，見えるのは収縮していた高密な宇宙である。

宇宙のはじまりは高温 ・高密で一段な，刻、t構造

の状態であった。膨張につれてしだいにその中で

構造が発生し，今円の多彩な｜止界がさi三まれてきた
のである。素干~［子から銀河にいたる，全ての附用

の構造はゆらぎによる秩序形成として理解され

る。無構造とは高い対称性をなl沫する。それが，

膨張につれて， I~発的に選ばれた仕方で‘対称性が

破られ秩n；が発生する。秩序状態はエネノレ＝＼＇ －ー ｜’I ＇~

により安定した状態だから，「絞れ」が，，秀起され

るのである。

膨張は，現化観測されている約 100f,r;J光年にお

よぶ宇宙の領域の物質が 1センチの人ーきさに入る

程に収縮していた段附，さらには素一粒子の大きさ

よりも小さい段附からずっと続いている。そし

て，そうした段階の証拠を現在の下'iliのr！，に見「I¥

すことも 山来る。「なぜ反物質の天体がないか

？」天文学f内観測で気づかれた｜！白黒物質の正体，
街度ゆらぎのr;t子的担i原，などがこうした観点で、
研究されている。

宇宙の姿は＇ii＼＂に過 U史的なものである。現{J：の盗
も永遠には保持さ.ht.:L、。ェントロヒーが故大と

いう熱死は彼jドであって絶対に達成主れないであ

ろう。それは我々の認識の有限さを反H央したlji純

化であって，存在そのものの性’RではなL、。米米
の予言には市・にこの制約がある， 1!l~l:t！と イf l恨の間

隙がそこに航たわっている。生とタE~）無1i1~rI），，，て

の有Fl~のとらえ ）J としてあると ｝r.\.＼われゐ。

(llJJlll) 

.. ., ,, ...... ., ., ,, Jべ， , 、，，，， -, 

く栄誉〉

大坂泰夫技’l守（結後・胸部疾患研究所附属病院放射

線部）

~学における教育 ・ 研究の補助的業務に関し顕

｝干な功労があったことにより， 11JJ1711，文（；i＼）、
H〔からJIR和61年度｜突学教育等関係業務功労ちのN.
彩を受けー犬二C
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く紹介〉

放射線生物研究センター

本センターは， H木学術会議の勧告（昭和43

年）に基づき，全国共同利用施設としてl昭和51年

度に木学に設置されたもので，「放射線は生命に

どう働くか」とL、う課題を研究し，それを新しい

生命科学にまとめ上げることをn的としている。
創設の昭和51年度に放射線システム生物学研究部

門， 翌52年度には核酸修復客員研究部門， 53年度

には突然変異機構研究部門がそれぞれ設置され，

その後間和58年度に晩発効果研究部門が加わっ

て，現在では3部門と 1客員部門とからなってい

る。

世界唯一の原爆被爆同であるわが同で1主，放射

線は恐ろしいもの，という 11<J民感↑1'iがU透してい

る。一方， レント ゲン御影のようにII'll＼・の医械に

放射線が不 11J火となってL 、ゐ ι とも •Jt:'.）~である。

このように放射線は「両メJの貧lj」としてのVI=：貨を

持つものであり， ，との利用l土利ぷと危険のパラン

スの上に成りたっているといえるであろう 0 }jlc_射

線生物学は，この利径と危険のバ ランスを~＇P. f1tliす

るために，その背後にある真実を切lらかにせんと

するものであって，木質的には緩めて基礎的な学

問分野である また，放射線生物学は学際的な竿

問傾城であることも特徴であり，放射線そのもの

の物：rn的~！解をはじめ，化学，生化学，生物学，

遺伝学，医学， i築学，工学，出学などの広い分野

にわたる出界飢成を基盤としており，各分野’の研

究者の｜必）Jと交流なくしては，強力な研究を般進
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することは困難である。木七ンターが全同共

同利用施設として設置された背鼠ーには，この

ような放射線生物学の学際性がある

各部門の研究課題の代表的なものとして以

下のものがあげられる。まず放射線シメテム

生物学部門では，放射線へ＇＝＇）.皮射線と1lt！似した

f'F用を封：つ化学物質によつて f'pら）t.｛与 DNA

J員傷の修t反機構に関する研究を行つている。
DNA修復は多 くの修復E干素の;J-1，毛同作業によ

つて行

i詳な生物で、はいくつカ、の修復酵素のj宜伝子が

クロ一ニンク・u詳版Dされている。当部門で
は， 組み換え DNAの妓術を用いて大JJ弘菌

のある種の DNA修復l追伝子をヒトのよ高ー長

細胞の染色体に組み入れることによって，この細

胞を発給；剤に対して数十倍も低抗力を持たせるこ

とに成功し，世界の注目をあびている。

突然変異機構部門では，放射線によって生じる

染色体突然変異の機柿および~色体呉市と先州の

関連についての研究が行わ，れている。細胞のJ:Yi化

は何らかの外的または内的要因によって， J:¥Li）立（ぷ

て（－ (oncogene）が活性化 さ，Itたために生じるこ

とが近年明らかにされつつある。この抗泣伝子の

突然変良やl写配列を通じて制胞が減化する過程を

切らかにする上で，染色体呉市の解析は強力な武

伐となっている。また，染色体兵1討をm~~とする

ことによって， 1is:.線量被爆における放射線のリス

クを計価することも当部門の主要な研究課題であ

り， ζの成果は同連科学委員会の貴重な資料とな

っている。

lぬ発効果部l"Jは泣附されてまだ日が/Ji:いが， 1/i.

射線による細胞死，在化や発1::.1；の機構についての

研究がfj'われており， DN八札｛基のメチル化と在

化の関係，活性化散京を分解する昨主｝~・と必命の関

j血性など，興味ある )JJ(;~~が次々と発表されている 。

木七ンターでは設立、νl初より， :r-:川 ） I~1111,f!J} IJi,fi 

~ 
じようよ

盟行 采在（本学名手宇教授 ・Pt!.学博士）

11 JJ HIJJ!!i .L 92歳。本’f:f1＼γl部卒業。 II日和19~ド4:’I

｝~日午，＇HI数J受：i・~uL 31可＇！U’［［。その間評議nc22~f～24~ド〕

生後 2 か月というガ＇）~ 、時j切に 200 ラド．のエックス線に被lilt.

した！Heのマウスには，早〈老化現匁が見られ， 2年紛で
は全身自愛（白毛）になってしまう。

動の一環としての研究交流およひ：ti'f報交換に重点

を置いてきた 過去10年間に｜剖際シンホジウム 6

阿，ワークショッフ形式の間際集会2回，！isl内シ

ンポジウムおよびワークショップ17回を｜）日｛世し

た。これに参加した外凶人研究者は27か国延べ約

170名，国内参加者は延べl,200名を超えており，

これらの国際 ・国内研究集会は放射線の生物作m
の基本的問題に関する多くの新しい情報を提供す

る当七ンターのユニークな共同利用活動として，

liiJ内外の研究者に向く評価されている。

H円和59年木には，医学部はじめ関係各方面の支

岐により，待望の新研究棟が医学部構内に完成

し，全凶の欣射線生物学研究者による本格的な来

所共同利mが始まった。これといって特筆すべき
大型機器や，特殊な研究材料を持たない当七ンタ

ーの全国共同利用活動は，おのずからユニークな

ものである。すなわち，分子レベルから動物実験

までを－ftして系統的に研究を行う本七ンターで

の共同利用研究を通じて，研究者間の連批と1i'f報

交換を活性化し，全｜ヨ」の放射線生物学ならびに関

連分野の研究に寄与したいと考えている。

（放射線生物研究七ンター）

合fl!'任。 151!'-!fl／！三等瑞宝章， 501f. ：~1！二等瑞宝市。 ~lf川は

5＇長fn1＂｛：。

~T川 弘三（工学部助教授 ・工学博士）

11JJ14円逝去，61歳。大阪大学理学部卒業。昭和43年

本γ：仁乍部助教綬就任。 J年／llJはi:I.国物性学。
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